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「
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
」と
い
う
言
葉
を

お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
生
ま
れ
の
心
理
学
者
・

精
神
科
医
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア

ド
ラ
ー（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
七
）
が
提
唱

し
た
心
理
学
理
論
で
す
。
ア
ド
ラ
ー
自

身
は
自
分
の
理
論
を「
個
人
心
理
学
」

と
呼
ん
で
お
り
、
仲
間
ら
と
共
に
設
立

し
た
学
会
に
こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し

た
。
一
九
一
三（
大
正
二
）
年
の
こ
と
で

す
。
ア
ド
ラ
ー
は
ウ
ィ
ー
ン
市
内
に
多

く
の
児
童
相
談
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
成
人
教
育
セ
ン
タ
ー
や
ウ
ィ
ー

ン
師
範
学
校
付
属
教
育
研
究
所
の
教
授

と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
が
、
一
九
二

〇
年
代
末
に
活
動
の
場
を
米
国
に
移

し
、
英
語
で
出
版
し
た
著
作
が
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た
の
は
、
長
年
に
わ
た
り
ア

ド
ラ
ー
心
理
学
を
研
究
し
て
き
た
哲
学

者
の
岸き

し

見み

一い
ち

郎ろ
う

氏
と
ラ
イ
タ
ー
の
古こ

賀が

史ふ
み

健た
け

氏
に
よ
る
共
著『
嫌
わ
れ
る
勇
気 

―
―
自
己
啓
発
の
源
流「
ア
ド
ラ
ー
」
の
教

え
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
一
三
年
）
が

出
版
さ
れ
て
か
ら
で
し
ょ
う
。
本
書
は

一
三
五
万
部
を
超
え
る
大
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
り
、
そ
の
続
編（『
幸
せ
に
な

る
勇
気
』）
の
売
り
上
げ
も
三
七
万
部
を

超
え
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、ア
ド
ラ
ー

心
理
学
に
関
す
る
本
や
雑
誌
が
多
く
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
と
廣
池

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー

道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

三
十
名
ほ
ど
の
研
究
員
が
さ
ま
ざ
ま

な
学
問
分
野
の
観
点
か
ら
、
モ
ラ
ロ

ジ
ー
の
学
問
的
前
進
に
向
け
て
研
究

し
て
い
ま
す
。
現
代
倫
理
道
徳
研
究

会
と
い
う
公
開
研
究
会
を
月
に
ほ
ぼ

二
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、
毎
回
二

名
の
研
究
員
が
発
表
し
討
論
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
廣
池
千
九

郎
研
究
会
、
研
究
セ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
、

一
月
に
柏
で
二
月
に
大
阪
で
開
催
す

る
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
発
表
会
を
通
じ

て
研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
学
術
雑
誌『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』

を
年
に
二
回
発
行
し
、
研
究
成
果
を

論
文
や
研
究
ノ
ー
ト
の
形
で
内
外
に

向
け
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
研
究
の
内
容
を
、
で
き

る
だ
け
分
か
り
や
す
く
皆
様
に
お
伝

え
す
る
と
い
う
趣
旨
で
、
今
号
の『
所

報
』か
ら
、
各
研
究
員
の
研
究
テ
ー
マ

を
エ
ッ
セ
イ
風
に
ま
と
め
、
シ
リ
ー

ズ
記
事
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
時
に
は
研
究
員
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
の
記
事
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
研
究
の
途
上

に
あ
り
、
中
間
報
告
的
な
記
事
に
な

る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
記
事
が
、
生
涯

学
習
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て
、
少

し
で
も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

研究の
現場から
道徳科学研究センターの

研究動向

道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長

　

犬い
ぬ

飼か
い

孝た
か

夫お
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千
九
郎（
一
八
六
六
〜
一
九
三
八
）
は
、
同

時
代
を
生
き
た
人
で
す
。
廣
池
は『
道

徳
科
学
の
論
文
』の
中
で
は
ア
ド
ラ
ー

と
そ
の
個
人
心
理
学
に
つ
い
て
は
論
じ

て
い
ま
せ
ん
が
、
一
九
三
五（
昭
和
十
）

年
六
月
に
、
道
徳
科
学
専
攻
塾
の
本
科

生
お
よ
び
別
科
生
に
対
す
る
講
義
の
中

で
、「
ア
ド
ラ
ー
博
士
が
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
と
い
う
学
説
を
発
表
し
て
お
る
。

…
…
こ
の
人
は
モ
ラ
ロ
ジ
ー
は
知
ら
ん

が
、
科
学
的
に
書
い
て
お
る
」と
、
ア

ド
ラ
ー
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
ま
す
。

こ
の
口
ぶ
り
か
ら
は
、
廣
池
が
ア
ド

ラ
ー
の
理
論
に
共
感
し
、
肯
定
的
に
評

価
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ

そ
う
で
す
。

ア
ド
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
人
は
三
つ

の
主
要
な
絆き

ず
な

の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
地
球
と
の
絆
、
二
つ
目
は
他

者
と
の
絆
、
三
つ
目
は
異
性
と
の
絆

で
す
。
こ
の
三
つ
の
絆
か
ら「
仕
事
の

課
題
」「
交
友
の
課
題
」「
愛
の
課
題
」が

生
じ
、
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
で
は
こ
の

三
つ
を
合
わ
せ
て「
人
生
の
課
題
」と

呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
仕
事
に

関
わ
る
人
間
関
係
、
友
人
と
の
人
間

関
係
、
配
偶
者
と
の
人
間

関
係
と
い
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。

で
は
、
こ
の「
人
生
の

課
題
」
を
う
ま
く
こ
な
し

て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ア
ド
ラ
ー
は
、「
人
生
は
仲

間
に
関
心
を
持
ち
、
全
体

の
一
部
で
あ
り
、
人
類
の

幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
」と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す

（『
人
生
の
意
味
の
心
理
学（
上
）』一
三
頁
）。

ま
た
、「
人
生
の
課
題
」を
解
決
す
る
た

め
に
は「
協
力
す
る
能
力
」が
必
要
で

あ
り
、「
あ
ら
ゆ
る
課
題
は
、
人
間
社

会
の
枠
組
み
の
中
で
、
人
間
の
幸
福

を
促
進
す
る
仕
方
で
克
服
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」の
で
あ
り
、「
人
生
の

意
味
は
貢
献
で
あ
る
、
と
理
解
す
る

人
だ
け
が
、
勇
気
と
成
功
の
好
機
を

持
っ
て
、
困
難
に
対
処
す
る
こ
と
が

で
き
る
」と
述
べ
て
い
ま
す（
同
書
三
二

頁
）。こ

の
よ
う
に
、
ア
ド
ラ
ー
は
、
私
た

ち
は
皆
、
共
に
地
球
に
暮
ら
す「
仲
間
」

で
あ
る
と
い
う
宇
宙
的
ス
ケ
ー
ル
の
仲

間
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

こ
う
し
た
仲
間
に
対
し
て「
関
心
」を

持
ち
、「
協
力
」す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

「
人
類
の
幸
福
」に「
貢
献
」す
る
こ
と

が「
人
生
の
根
本
的
な
意
味
」で
あ
る

と
考
え
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
全
人

類
的
な
絆
の
重
視
は
、
ア
ド
ラ
ー
心
理

学
に
お
い
て「
共
同
体
感
覚
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

ア
ド
ラ
ー
が
提
唱
し
た「
共
同
体
感

覚
」と
い
う
概
念
は
、「
慈
悲
寛
大
自
己

反
省
」と
い
う
心
構
え
で
道
徳
を
実
践

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
人
類
の

生
存
、
発
達
、
安
心
、
平
和
、
幸
福

の
実
現
を
め
ざ
し
た
、
廣
池
の
思
想

と
通
底
す
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
で
は
、「
人

生
の
課
題
」か
ら
逃
げ
ず
に
、
そ
れ
に

取
り
組
む
た
め
の
自
信
が
持
て
る
よ

う
、
人
と
し
て
対
等
な
視
座
か
ら
他

者
を
支
援
す
る
こ
と
を「
勇
気
づ
け
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ア
ド
ラ
ー
心
理

学
の「
勇
気
づ
け
」と
い
う
実
践
的
な

理
論
に
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
基
づ
く

生
涯
学
習
活
動
に
も
役
立
つ
点
が
多

く
あ
る
よ
う
で
す
。
今
後
、
さ
ら
に

研
究
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

推
薦
図
書

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
著
、
岸

見
一
郎
訳『
人
生
の
意
味
の
心
理
学

（
上
・
下
）』ア
ル
テ
、
二
〇
一
〇
年
。

野
田
俊
作『
勇
気
づ
け
の
方
法　
ア
ド

ラ
ー
心
理
学
を
語
る
４
』創
元
社
、
二
〇

一
七
年
。

岸
見
一
郎『
ア
ド
ラ
ー　

人
生
の
意

味
の
心
理
学
〜
変
わ
れ
な
い
？
変
わ
り

た
く
な
い
？
』Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一

八
年
。

アルフレッド・アドラー（1870～1937）
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